
晩
年
、
故
郷
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
に
隠
棲
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
令
菖
言
即
自
間
ぐ
○
口
堕
の
冒
匡
）
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
客
死
し
、
墓
が
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
私
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
行
く
機
会
に
墓
を
訪
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
場
所
が
な
か
な
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
地
図
の
上
で
墓
地
を
確
定
で
き
た
の
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
そ
こ
へ
行
っ
て
見
た
。
そ
の

翌
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
史
学
研
究
所
ロ
ッ
ハ
ー
医
師
、
同
大
学
内
科
ラ
イ
セ
ン
ヴ
ェ
ー
バ
医
師
の
案
内
で
墓
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
と
き
、

同
じ
墓
地
に
衛
生
学
者
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
（
三
四
×
ぐ
目
思
胃
具
○
貯
門
）
の
墓
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
著
名

人
に
つ
い
て
の
文
献
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

実
際
に
訪
問
し
て
見
る
と
、
墓
地
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
中
心
に
近
く
、
行
く
の
は
む
ず
か
し
く
な
い
。
墓
は
私
人
と
し
て
の
最
後
の
場
所
で

あ
り
、
観
光
や
見
物
の
対
象
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
両
先
達
が
日
本
医
学
に
残
し
た
功
績
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を

訪
れ
た
機
会
に
墓
を
一
目
見
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
考
え
る
医
史
学
研
究
者
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ペ
ッ
テ
ン

コ
ー
フ
ェ
ル
の
墓
が
、
同
じ
墓
地
の
し
か
も
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
分
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て

お
き
た
い
。

文
中
の
地
名
は
、
街
路
名
を
記
し
た
地
図
な
ら
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
図
は
つ
け
な
か
っ
た
。
私
が
使
っ
た
中
で
便
利
だ
っ
た
の

シ
ー
ボ
ル
ト
と
ペ
ヅ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
墓 駕

奉
篭
蝿
雲
一
罫
蕗
繧
一
病
平
成
四
年
十
月
一
日
受
付

泉
彪
之
助
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（
一
）

シ
ー
ボ
ル
ト
の
墓
の
位
置
は
、
呉
先
生
の
「
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
、
そ
の
生
涯
及
び
功
業
」
で
は
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
新
き
南
の
墓
地
ｚ
①
兵
①
『

（
一
一
）

呂
呂
８
①
『
卑
尉
号
○
丘
と
し
て
い
る
。
一
方
、
板
沢
武
雄
氏
の
「
シ
ー
ポ
ル
ト
』
で
は
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
『
南
の
旧
墓
地
屋
と
、
ま
た
宗

（
一
一
一
）

田
先
生
の
『
図
説
日
本
医
療
文
化
史
」
で
は
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
旧
南
墓
地
（
一
二
三
地
区
一
三
列
五
号
）
」
と
な
っ
て
い
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
地
図
で
こ
の
墓
地
を
探
そ
う
と
す
る
と
、
新
南
墓
地
（
ｚ
の
匡
①
尉
普
黛
烏
号
員
）
は
容
易
に
み
つ
か
る
が
、
筐
庸
『
の
目
国
①
号
旦

は
存
在
せ
ず
、
ま
た
こ
の
新
南
墓
地
も
原
語
が
呉
先
生
の
記
載
と
異
な
っ
て
い
る
。

（
四
）

一
方
『
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
伝
』
を
見
る
と
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
タ
ー
ル
教
会
通
り
の
南
旧
墓
地
（
三
三
区
一
三
列
五
号
）
」
と
あ
る
。
こ
の
夕

（
五
）

－
ル
教
会
通
り
を
手
掛
り
に
探
し
た
と
こ
ろ
、
曽
農
目
①
同
卑
討
島
呉
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

注
…
こ
こ
で
タ
ー
ル
教
会
通
り
と
訳
さ
れ
て
い
る
原
語
は
弓
冨
冒
月
目
の
尉
耳
凹
め
の
①
で
、
弓
冨
一
画
『
３
①
ロ
牌
国
の
の
①
で
は
な
い
。
ま
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

は
弓
冨
］
酉
司
呂
①
口
と
い
う
地
域
が
あ
る
の
で
、
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
と
訳
す
べ
き
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
専
門
家
の
意
見
を
伺
い
た
い
・

結
論
的
に
言
う
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
お
よ
び
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
墓
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
普
昌
ｇ
国
司
一
①
烏
ａ
に
あ
る
。
後
に
述
べ
る

よ
う
に
、
一
九
四
三
年
十
二
月
三
十
一
日
を
最
後
に
こ
の
墓
地
で
は
新
し
い
埋
葬
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
曾
昌
ｇ
①
『
卑
雨
号
旦
を

ｚ
①
巨
閏
の
目
笥
①
号
旦
と
区
別
し
て
旧
南
墓
地
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
は
、
留
農
目
角
印
目
①
号
旦
の
北
約
三
分
の
二
を

（
五
）

ど
蔚
局
呂
昌
８
円
卑
尉
舎
具
と
、
南
約
三
分
の
一
を
ｚ
２
閏
呂
目
９
国
即
耐
号
旦
と
書
い
て
い
る
地
図
が
あ
り
、
呉
先
生
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
差
は
恐
ら
く
調
査
の
時
期
に
よ
る
も
の
で
、
呉
先
生
が
調
査
さ
れ
た
時
は
ま
だ
墓
地
が
使
用
さ
れ
て

い
た
の
に
比
べ
、
板
沢
、
宗
田
両
氏
の
場
合
は
、
す
で
に
墓
地
と
し
て
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
に
上
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

は
、
日
本
で
も
ド
イ
ツ
政
府
観
光
局
な
ど
で
入
手
で
き
る
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
観
光
局
発
行
の
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
街
地
図
」
（
日
本
語
、
地
名
は
ド
イ

ツ
語
）
で
あ
っ
た
。
‐

シ
ー
ボ
ル
ト
の
墓
の
場
所
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こ
こ
で
は
公
共
交
通
機
関
で
の
行
き
方
を
述
べ
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
中
央
駅
か
ら
地
下
鉄
一
番
線
、
二
番
線
に
乗
る
と
、
次
の
駅
が
ゼ
ン
ト
リ
ン
グ
門
⑦
①
且
冒
鴨
『
弓
○
局
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
か

っ
て
城
壁
に
同
名
の
門
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
も
当
時
の
門
が
残
さ
れ
て
お
り
、
広
場
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ゼ
ン
ト
リ
ン
グ
門
広
場
か

ら
西
南
に
伸
び
る
大
通
り
が
リ
ン
ト
ウ
ル
ム
街
（
匡
且
言
昌
ョ
昌
四
の
の
①
）
で
、
こ
の
リ
ン
ト
ウ
ル
ム
街
と
イ
ザ
ー
ル
川
が
作
る
平
行
線
の
間
を

斜
め
に
走
る
の
が
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
で
あ
る
。
曾
罠
目
①
『
卑
一
①
号
旦
は
、
こ
の
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
の
東
側
に
沿
っ
て
存
在

う
か
。
ち
な
み
に
先
に
述
べ
た
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
街
地
図
」
で
は
、
た
だ
留
邑
ｇ
閏
印
可
号
旦
と
な
っ
て
い
る
。

｛
９
つ
わ
。

中
央
駅
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
中
心
マ
リ
エ
ン
広
場
の
間
に
あ
る
の
が
カ
ル
ル
広
場
員
閏
再
冒
圃
）
で
、
そ
の
北
の
マ
キ
シ
ミ
リ
ァ
ン
広
場
に

は
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
と
化
学
者
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
（
旨
印
目
叩
く
○
巨
巨
９
億
）
の
記
念
像
が
あ
る
。
カ
ル
ル
広
場
か
ら
南
行
き
の
市
電
十
八
番
線

に
乗
っ
て
も
、
ゼ
ン
ト
リ
ン
グ
門
は
次
の
駅
で
あ
る
。

タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
は
ゼ
ン
ト
リ
ン
グ
門
広
場
へ
直
接
に
入
っ
て
い
る
が
、
墓
地
の
入
り
口
ま
で
距
離
が
あ
る
の
で
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。
三
一
番
の
バ
ス
は
、
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
を
北
上
し
て
来
て
、
ゼ
ン
ト
リ
ン
グ
門
広
場
で
方
向
を
変
え
、
し

ば
ら
く
リ
ン
ト
ウ
ル
ム
街
を
走
っ
た
後
左
に
曲
が
り
、
や
が
て
ま
た
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
に
入
っ
て
南
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
ゼ

ン
ト
リ
ン
グ
門
広
場
で
三
一
番
バ
ス
に
乗
り
さ
え
す
れ
ば
、
普
罠
目
角
卑
耐
号
旦
の
近
く
へ
行
け
る
。
三
一
番
バ
ス
の
乗
場
は
、
広
場
の

西
寄
り
で
リ
ン
ト
ウ
ル
ム
街
の
始
ま
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
市
電
の
停
留
所
に
近
い
。

南
下
す
る
バ
ス
が
ふ
た
た
び
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
に
入
っ
た
と
こ
ろ
が
ワ
ル
タ
ー
通
り
の
バ
ス
停
だ
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
正
面
の

塀
の
中
に
緑
が
見
え
、
墓
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
こ
こ
で
下
り
ず
に
次
の
バ
ス
停
カ
プ
ッ
イ
ン
通
り
負
四
目
園
冒
①
興
国
閉
の
）
で

二
、
普
昌
ｇ
の
局
甸
号
澤
員
の
位
置
と
行
き
方
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こ
の
本
は
出
版
年
度
が
少
し
古
い
こ
と
も
あ
っ
て
入
手
し
に
く
く
、
私
も
ロ
ッ
ハ
ー
医
師
の
案
内
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
内
三
軒
の
書
店
で
探

し
た
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
三
軒
目
の
書
店
で
教
え
ら
れ
て
、
マ
リ
エ
ン
広
場
の
市
庁
舎
の
正
面
に
あ
る
大
き
な
書
店
の
バ
イ
エ
ル
ン
関

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
｛
ハ
）

普
昌
号
①
ロ
印
耐
号
昌
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
有
名
人
に
つ
い
て
、
↑
《
屏
吋
犀
目
房
弓
ｇ
①
目
普
昌
呂
①
邑
卑
５
昏
○
目
巨
冒
冒
ｇ
ｇ
・
》
と
い

う
文
献
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
普
昌
呂
閏
卑
汚
号
旦
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
約
五
百
人
の
政
治
家
、
学
者
、
芸
術
家
、
聖
職
者
、
企
業
家
な

ど
著
名
人
の
墓
の
位
置
、
経
歴
を
記
載
し
た
も
の
で
、
「
十
九
世
紀
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
歴
史
を
ま
の
あ
た
り
に
す
る
」
（
同
書
序
文
よ
り
）
力
作
で

あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
も
書
か
れ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
に
第
一
版
が
出
版
さ
れ
、
現
在
改
訂
四
版
二
九
八
三
年
）

下
り
る
方
が
よ
い
。
こ
の
バ
ス
停
は
、
タ
ー
ル
キ
ル
ヒ
ェ
ン
通
り
と
カ
プ
ッ
イ
ン
通
り
と
の
十
字
路
に
あ
る
が
、
バ
ス
を
降
り
る
と
カ
プ
ッ

ィ
ン
通
り
の
北
側
に
沿
っ
て
蔦
に
囲
ま
れ
た
赤
レ
ン
ガ
の
塀
が
見
え
、
こ
れ
が
留
目
ｇ
①
吋
卑
庸
含
ｇ
の
南
の
境
界
で
あ
る
。
そ
の
ま
ん
中

に
簡
素
な
入
り
口
が
あ
り
、
門
を
入
る
と
墓
域
を
示
し
た
説
明
板
が
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
普
呂
８
①
門
甲
府
含
旦
は
古
い
部
分
と
新
し
い
部
分
と
二
つ
に
別
れ
、
両
者
の
間
は
は
っ
き
り
離
れ
て
い
る
が
、

墓
域
の
番
号
は
共
通
で
、
一
区
か
ら
二
六
区
ま
で
が
旧
部
分
、
二
七
区
か
ら
四
二
区
ま
で
が
新
部
分
で
あ
る
。
区
の
原
語
は
、
後
述
の
文
献

で
は
艀
写
さ
口
、
ま
た
ラ
イ
セ
ン
ヴ
ェ
ー
パ
医
師
に
よ
れ
ば
顧
目
①
馬
と
も
い
う
。

普
昌
８
国
即
席
号
具
で
墓
を
探
す
の
に
重
要
な
の
は
、
墓
域
の
番
号
（
シ
ー
ボ
ル
ト
三
三
区
、
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
三
一
区
）
で
あ
る
。

三
三
区
へ
行
く
と
、
特
徴
の
あ
る
シ
ー
ポ
ル
ト
の
墓
が
見
え
（
写
真
１
）
、
す
ぐ
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三
一
区
の
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル

の
墓
（
三
一
’
一
’
三
四
）
は
平
た
い
黒
い
墓
で
、
や
や
分
か
り
に
く
い
（
写
真
２
）
。
番
号
を
参
照
し
な
が
ら
、
三
一
区
の
外
側
の
道
に
沿
っ

た
所
を
丹
念
に
探
す
と
見
付
か
る
筈
で
あ
る
。

三
、
普
昌
号
①
『
司
鳥
島
具
の
文
献
と
歴
史

/局戸、
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係
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
探
し
て
渡
し
て
く
れ
た
。

こ
の
本
の
記
載
に
し
た
が
っ
て
、
皆
目
８
国
印
目
①
号
具
の
歴
史
を
簡
単
に
述
べ
た
い
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
初
め
の
こ
ろ
作
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
墓
地
は
、
城
壁
内
で
あ
っ
た
た
め
拡
張
で
き
ず
、
一
五
六
三
年
の
ペ
ス
ト
流
行
に
際

し
て
墓
地
が
足
り
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ゼ
ン
ト
リ
ン
グ
門
の
前
に
新
し
く
墓
地
が
作
ら
れ
た
。
城
壁
の
外
で
あ
っ
た
た
め
「
外
の
墓

地
（
号
司
シ
巨
朋
①
『
⑦
両
国
号
○
｛
）
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
墓
地
は
、
長
い
月
日
の
間
に
少
し
ず
つ
広
げ
ら
れ
形
を
と
と
の
え
た
が
、
一
八
四
四

年
に
現
在
の
新
部
分
が
作
ら
れ
た
。

写真｜シーボルトの墓とその周囲

写真2ペッテンコーフェルの墓
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し
か
し
そ
の
新
部
分
も
一
杯
に
な
っ
た
の
で
、
曽
農
呂
閏
卑
一
①
号
旦
で
は
一
九
四
三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
新
し
い
埋
葬
は
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
。
当
時
の
墓
の
数
は
約
二
万
四
千
と
さ
れ
て
い
る
。

墓
地
は
第
二
次
大
戦
中
に
連
合
軍
の
空
襲
に
よ
っ
て
大
き
な
損
害
を
受
け
た
が
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
。

ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
墓
は
第
二
次
大
戦
中
に
破
壊
さ
れ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
ペ
ッ
テ

（
七
）
（
八
）

ン
コ
ー
フ
ェ
ル
研
究
所
の
国
臼
ョ
鼬
ロ
ロ
辱
閏
教
授
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
戦
前
、
一
九
三

八
年
に
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
墓
を
訪
れ
た
故
森
下
薫
大
阪
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
と
、

当
時
の
墓
碑
銘
は
《
《
厨
日
罠
ｇ
四
号
ぐ
○
口
胃
三
四
×
ぐ
○
口
憩
詳
①
具
且
四
書
》
と
な
っ
て
お
り
、

（
七
）

ま
た
墓
の
上
に
女
神
像
が
あ
っ
た
。
再
建
さ
れ
た
墓
碑
で
は
、
女
神
像
は
な
く
、
墓
碑
銘
は

た
だ
言
冨
四
×
く
８
Ｆ
茸
①
烏
○
詩
吋
畠
畠
ら
三
雲
》
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
３
）
。

よ
く
分
か
ら
な
い
。

シ
ー
ポ
ル
ト
の
墓
は
す
で
に
文
献
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
つ
け
く
わ
え
る

こ
と
は
な
い
・
こ
の
墓
も
第
二
次
大
戦
中
に
損
傷
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
調
査
に
種
々
ご
援
助
い
た
だ
い
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
史
学
研
究
所
ロ
『
三
・
局
四
侭
農
＃
引
蕊
慰
３
１
日
１
口
ｉ
１
１

両
○
号
の
『
、
同
大
学
内
科
目
．
国
①
丘
『
匡
口
詞
①
鼠
ｇ
言
９
国
、
同
大
学
三
四
×
く
（
〕
己
も
里
廠
具
旦
①
門
研
究
所
の
ｇ
警
固
ａ
四
月
豆
の
⑳
９
の
｝
教
授
、

之
金
沢
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
新
薬
株
式
会
社
、
ま
た
ご
意
見
を
伺
っ
た
先
輩
各
位
に
謝
意
を
表
す
る
。

四
、
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
墓

謝
辞

冨琴－－

1
；f<"ゞf

夢蚤
f〆"f

j逐
蕊了宝ｬ吉

村
裕

写真3ペッテンコーフエルの墓碑銘
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（
八
）
吉
村
裕
之
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
跡
探
訪
二
題
」
『
病
原
体
を
追
っ
た
人
び
と
」
一
二
二
’
一
二
六
頁
、
北
國
出
版
社
、
金
沢
、
一
九
八
八
（
昭

文

（
一
）

（
一
一
）

（
一
一
一
）

（
四
）

（
五
）

（
一
ハ
）

（
‐
七
）

和
六
十
三
年
）

年
一

呉
秀
三
夛
－
ボ
ル
ト
先
生
、
そ
の
生
涯
及
び
功
業
２
』
一
九
六
頁
、
平
凡
社
、
一
九
九
○
（
平
成
二
年
）

板
沢
武
雄
フ
ー
ポ
ル
ト
』
二
五
四
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）

宗
田
一
『
図
説
日
本
医
療
文
化
史
』
二
六
八
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）

ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
著
、
竹
内
精
一
訳
『
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
伝
』
一
五
○
頁
、
創
造
社
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
年
）

地
図
・
・
由
巴
百
匿
邑
《
・
冨
冒
目
①
ロ
》
・
》
司
四
房
く
閏
訂
蜆
西
四
日
ｇ
侭

冒
四
×
］
・
め
の
冒
国
員
目
囹
》
馬
『
号
目
①
弓
自
の
目
曾
呂
呂
の
画
印
后
今
○
爵
匡
冒
冒
号
曾
》
屠
斎
ぐ
旦
樹
〕
言
胃
号
口
侭
〕
ご
露

森
下
薫
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
衛
生
学
教
室
」
『
あ
る
医
学
史
の
周
辺
』
三
○
三
’
三
二
二
頁
、
日
本
新
薬
、
京
都
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七

献

（
福
井
県
立
大
学
看
護
短
期
大
学
部
）
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